












 

1970年に始まった川崎病の全国調査は1985年までに8回の調査が行われ,全国における患

者の発生状況,患者数,年齢分布,年次推移など疫学的研究がなされた。また,調査内容も毎

回改善され,治療法,心臓後遺症の有無,心エコー実施状況などが付け加えられ,十分な情報

が得られるとともに,コンピューターに登録されている。今回,私共は登録された患者のう

ち，京都府下の病院からによるもの 1,554 名(解析対象 1,467 名)を抽出していただき

NEC9801 パーソナルコンピューターを用いて統計処理を行った。 

この調査資料の利用法として, 

 ①特定地域における発生状況が把握できる。 

 ②地域間,あるいは,全国成績と比較検討ができる。 

 ③長期予後をみるためのデータベースとして利用できると考えられる。 

③の目的のため今年度から始まった京都府医師会心臓検診委員会による京都市の学校心臓

検診で得られた調査資料と比較した。 


